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　本稿では金融教育を「常に変化を伴い、個々に非効率的行動を含む全体の中で、金融に関し
個として主体的に意思決定を下し、その全体の構成員としての道徳的、倫理的なバランスを保
ちつつ、個としてより良い暮らしを行うための知識と経験を得るための教育」と定義する。つ
まり「正しい金融知識を与えるだけでなく、金融に関し正しい意思決定と行動を経験により得
ること」を目的とする。そしてその目的を包含する多人数同時参加型の金融教育ゲームがキャ
リア・アントレプレナーシップの醸成に波及するか否かを実験により検証した。
　金融教育の一要素として、「モノの見方、認識の変化」と「リスクを抑える戦略」に注目し、
それらがキャリア・アントレプレナーシップの醸成項目にどの程度関係するかを測った。

「モノの見方、認識の変化」の検証では、非インタラクティブ要素に比べ、インタラクティブ
性があることが、キャリア・アントレプレナーシップの醸成に資するとはいえない結果となっ
た。しかし弱い相関ながらも、インタラクティブ性の教育が、ビジネスの理解項目に資するこ
とが確認できた。「リスクの教育」の検証では、リスク要素をもつゲーム設定が、予め予測可
能なゲーム設定に比べ、よりキャリア・アントレプレナーシップの醸成に資するといえた。
以上より、金融教育の個々の要素がそれぞれキャリア・アントレプレナーシップの一部の醸成
に波及することが確認できた。
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キャリア・アントレプレナーシップの形成に
向けた金融教育の波及可能性

− 金融経済ゲームの利用による行動介入の視点から −

　わが国における金融教育ならびに関係する教育に
ついての捉え方は、次の通りである。金融庁「金
融経済教育懇談会」では、2005年に「金融経済教
育」について、「国民一人一人に、金融やその背景
となる経済についての基礎知識と、日々の生活の中
でこうした基礎知識に立脚しつつ自立した個人とし
て判断し意思決定する能力、すなわち金融経済リテ

ラシーを身につけてもらい、また、必要に応じその
知識を充実する機会を提供すること」とした 1。ま
たその金融教育の目的について同年に内閣府「経済
教育に関する研究会」が「わが国のすべての人々が、
お金にかかわる知識を身につけ、合理的で心豊かな
生活を送ること」とした 2。現代のわが国における
金融教育は、これら 2005年の教育政策がその定義
づけの起点になっているといえる。
　これらを受け、先行研究では金融教育の定義を次

１ 本稿ならびに先行研究における
金融教育の定義


